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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
し

い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
九
月
に
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
今
後
の
森
林
及
び
林
業
に
関
す

る
施
策
の
基
本
方
針
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、「
緑
の
社

会
資
本
」
で
あ
る
森
林
の
恩
恵
が
将
来
に
わ
た

っ
て
享
受
さ
れ
る
よ
う
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
の
治
山
対
策
、
国

産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と
し
た
林
業
・
木
材
産

業
の
再
生
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。中

部
森
林
管
理
局
は
、
長
野
・
富
山
・
岐

阜
・
愛
知
の
四
県
に
所
在
す
る
国
有
林
を
管
轄

し
て
お
り
ま
す
が
、「
日
本
の
屋
根
」
と
い
わ

れ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
、
脊
梁

山
脈
を
擁
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
な
ど
の
、

源
流
地
帯
と
も
な
っ
て
お
り
、
国
土
の
保
全
・

水
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
、
私
た

ち
の
生
命
や
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
森
林
の
多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
地
域

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
木
曽
・
東
濃
地

方
に
代
表
さ
れ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
人
工
林
ヒ
ノ

キ
の
産
地
と
し
て
我
が
国
有
数
の
林
業
地
帯
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
に
所
在
す
る
当
局
の
立
地

条
件
を
活
か
し
、
本
年
も
森
林
・
林
業
基
本
計

画
の
理
念
に
即
し
て
「
木
の
交
流
」・「
水
の
交

流
」・「
人
の
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新

た
な
施
策
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
木
の
交
流

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
及
び
災
害
に
強
い
山

作
り
の
た
め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
、

そ
れ
に
伴
い
生
産
さ
れ
る
利
用
可
能
な
木
材
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
を
組
み
合
わ

せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の

整
備
・
普
及
を
民
有
林
関
係
者
も
含
め
て
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
上
・
下
流
域
に
所
在
す
る
原
木
市
場

な
ど
の
民
間
事
業
体
、
そ
し
て
近
隣
の
森
林
管

理
局
間
と
情
報
交
換
を
行
い
つ
つ
、
消
費
者
や

木
材
関
連
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
木
材

の
生
産
・
販
売
等
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
需

要
の
動
向
や
業
界
の
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◇
水
・
人
の
交
流

管
内
に
は
、
信
濃
川
、
木
曽
三
川
、
神
通
川
、

天
竜
川
、
庄
川
等
の
我
が
国
有
数
の
河
川
が
あ

り
、
下
流
域
の
水
量
の
安
定
や
良
質
な
水
の
確

保
に
対
す
る
要
請
に
応
え
る
た
め
、
上
・
下
流

域
の
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
針
葉
樹
一
斉
林
で
は
、
針
広
混
交
林

化
、
広
葉
樹
林
化
、
長
伐
期
化
な
ど
百
年
先
を

見
据
え
た
多
様
な
森
林
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
ま
た
、
都
市
近
郊
林
で
は
、
ス

ギ
等
の
人
工
林
が
多
い
こ
と
か
ら
間
伐
を
推
進

す
る
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や
森
林
整
備
等

に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活

動
に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
、
上
・

下
流
域
の
連
携
や
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
中
部
森
林
管
理
局
は
、
大
地

に
深
く
根
を
張
っ
た
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
所
感
の
一

端
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
が
災

害
の
な
い
明
る
い
職
場
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と

と
も
に
、
ご
家
族
と
も
ど
も
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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え
　
と 

ひ
の
と  

い 
今
年
の
干
支
は
「
丁
亥
」
の
年
で
す
。

干
支
の
十
二
支
は
、
子
・
丑
・
寅
・
卯
…
で

始
ま
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
順
番
な
の
で
し
ょ
う

か
。十

二
支
の
動
物
の
順
番
は
、
昔
々
、
あ
る
年

の
暮
れ
に
神
様
が
動
物
た
ち
に
「
元
旦
の
朝
、

新
年
の
挨
拶
に
一
番
に
来
た
者
か
ら
十
二
番
目

ま
で
順
番
に
一
年
間
、
動
物
の
大
将
に
し
て
や

ろ
う
。」
と
言
わ
れ
、
動
物
た
ち
は
元
旦
を
待

っ
て
い
る
と
、
猫
が
い
つ
行
く
の
か
忘
れ
、
ね

ず
み
に
聞
き
、
一
日
遅
れ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

牛
は
、
遅
い
か
ら
と
夜
の
う
ち
に
出
発
し
、
こ

れ
を
見
て
い
た
ね
ず
み
は
、
牛
の
背
中
に
乗
り
、

神
様
の
神
殿
の
近
く
に
来
る
と
背
中
か
ら
飛
び

降
り
一
番
と
な
り
二
番
は
牛
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
虎
、
兎
、
辰
、
蛇
、
馬
、
羊
、
猿
、

鶏
、
犬
、
猪
の
順
番
で
着
き
、
猫
は
次
の
日
に

な
っ
た
た
め
十
二
番
内
に
入
れ
ず
、
怒
っ
て
今

で
も
ね
ず
み
を
追
い
回
す
の
だ
そ
う
で
す
。

今
年
の
干
支
は
亥
、「
イ
ノ
シ
シ
」
は
ど
の

よ
う
な
動
物
で
し
ょ
う
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
分
類
学
上
、
哺
乳
動
物
網
、

偶
蹄
目
、
イ
ノ
シ
シ
科
、
イ
ノ
シ
シ
属
に
属
し
、

日
本
に
は
、
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
と
亜
種
の
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
の
二
種
類
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
は
、
西
日
本
を
中
心

と
す
る
本
州
・
四
国
・
九
州
に
生
息
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
は
豪
雪
地
帯
の
北
陸
・
東
北
に
も

分
布
を
広
げ
て
い
ま
す
。

特
徴
は
、
森
林
に
棲
み
、
単
純
な
胃
を
持
ち

反
芻
を
し
な
い
偶
蹄
類
で
、
雄
は
牙
を
持
っ
て

い
ま
す
。
体
重
は
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
に
な
り
、

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
は
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

程
と
小
さ
い
で
す
。
子
ど
も
を
一
度
に
二
〜
八

頭
産
み
、
春
の
出
産
に
失
敗
す
る
と
秋
に
も
出

産
し
ま
す
。
子
ど
も
に
は
縞
模
様
が
あ
り
ウ
リ

坊
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
木
漏
れ
日
で

保
護
色
に
な
り
ま
す
。
四
ヶ
月
の
授
乳
期
を
過

ぎ
る
と
模
様
も
消
え
ま
す
。

狩
猟
獣
で
す
が
、
捕
獲
頭
数
が
少
な
く
な
り

生
息
数
も
増
え
て
農
産
物
等
の
被
害
が
出
て
い

る
こ
と
や
、
神
戸
市
で
は
住
宅
地
に
出
没
し
て

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
出
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
、
万
病
を
防
ぐ
と
言
わ
れ

無
病
息
災
の
象
徴
で
す
。

今
年
も
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

木
曽
ヒ
ノ
キ
は
古
く
か
ら
秋
田
ス
ギ
・
青
森

ヒ
バ
と
と
も
に
日
本
三
大
美
林
と
し
て
そ
の
名

を
馳
せ
、
と
り
わ
け
赤
沢
ヒ
ノ
キ
天
然
林
は
木

曽
を
代
表
す
る
森
林
で
あ
り
森
林
浴
発
祥
の
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

赤
沢
自
然
休
養
林
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ヒ

ノ
キ
で
は
な
く
ア
ス
ナ
ロ
が
下
層
を
覆
い
、
こ

の
ま
ま
で
は
ヒ
ノ
キ
林
か
ら
ア
ス
ナ
ロ
の
林
へ

姿
を
変
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
ヒ
ノ
キ
天
然

林
の
永
続
と
い
う
観
点
か
ら
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
当
時
の
長
野
営

林
局
は
、
ヒ
ノ
キ
林
の
永
続
を
図
る
た
め
に
は

下
層
の
ア
ス
ナ
ロ
処
理
、
上
木
抜
伐
り
に
よ
る

照
度
条
件
の
改
良
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
改
善

が
図
ら
れ
る
と
推
測
し
、
自
然
休
養
林
の
取
扱

い
に
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

赤
沢
自
然
休
養
林
に
隣
接
し
て
、
ヒ
ノ
キ
天
然

更
新
の
施
業
方
法
を
実
験
・
調
査
す
る
た
め
の

施
業
実
験
林
を
設
定
し
、
上
木
の
伐
採
を
行
い

ま
し
た
。

伐
採
か
ら
二
十
年
余
り
経
過
し
た
現
在
の
更

新
に
つ
い
て
は
、
母
樹
が

当
た
り
九
十
九
本

の
試
験
区
で
、
高
さ
一

を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
更

新
木
は

当
た
り
二
万
千
本
、
母
樹
が
百
十
八

本
の
試
験
区
で
は
、
同
じ
く
更
新
木
が
千
二
百

五
十
本
、
母
樹
が
百
五
十
七
本
の
試
験
区
で
は
、

一

を
超
え
る
更
新
木
は
無
い
状
況
で
す
。
上

層
の
母
樹
が
少
な
い
試
験
区
ほ
ど
光
条
件
が
良

く
更
新
木
が
良
好
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

事
業
規
模
に
よ
る
長
年
の
試
験
か
ら
、
ヒ
ノ

キ
更
新
木
が
ア
ス
ナ
ロ
や
灌
木
よ
り
優
位
に
な

り
得
る
た
め
に
は
、
ヒ
ノ
キ
に
と
っ
て
良
好
な

光
環
境
を
作
り
、
更
新
を
促
進
す
る
こ
と
が
赤

沢
ヒ
ノ
キ
天
然
林
の
永
続
に
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
木
曽
ヒ
ノ
キ
と
し

て
成
林
す
る
ま
で
に
三
百
年
ほ
ど
か
か
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
更
に
実
験
・
報
告
を
進
め
後
世

に
木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
林
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
在
地
…
長
野
県
上
松
町

小
川
入
国
有
林
一
〇
〇
林
班
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上木の伐採により生育旺盛なヒノキ更新木 ヒノキ天然林の下層を占有するアスナロ



◆
１
月
◆
◆

13

小
禄
新
局
長
発
令

16

中
部
局
庁
舎
が
警
察
署
に
。

テ
レ
ビ
東
京
ロ
ケ

19

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
（
中
部
局
）

◆
２
月
◆
◆

10

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

（
中
部
局
）

10

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

10

Ｆ
Ｆ
Ｇ
「
ブ
ナ
の
郷
カ
ヤ
の
平
の
森
」
抽

選
会
（
中
部
局
）

13

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
「
モ
ニ
タ
ー
会

議
」（
中
部
局
）

14

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
伝
達

式
（
名
古
屋
市
内
）

15

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

17

長
野
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
呈
式
（
長
野

市
）

21

民
有
林
全
体
計
画
検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

22

渓
流
生
態
系
配
慮
型
治
山
事
業
計
画
策
定

手
法
開
発
調
査
（
中
部
局
）

22

木
曽
駒
ヶ
岳
自
然
再
生
検
討
会
（
南
信
署
）

◆
３
月
◆
◆

１
　
中
日
造
林
賞
贈
呈
式
（
名
古
屋
市
内
）

３
　
神
坂
森
林
事
務
所
新
築

13

治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議
（
中
部
局
）

15
「
森
林
環
境
管
理
保
全
協
定
」
を
締
結

（
飛
騨
市
）

17

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
検
討
委
員
会
（
中
部
局
）

17

上
松
町
と
分
収
造
林
契
約
（
中
部
局
）

18

環
白
山
進
歩
自
由
夢
が
開
催
（
白
山
市
）

◆
４
月
◆
◆

１
　
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

が
移
転

３
　
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
森

林
巡
視
活
動
を
開
始
（
中
部
局
管
内
）

16

木
材
販
売
促
進
「
春
姫
道
中
」（
名
古
屋

市
内
）

20

局
長
等
会
議
（
林
野
庁
）

25

平
成
十
八
年
度
業
務
予
定
を
記
者
発
表

（
中
部
局
、
名
古
屋
事
務
所
）

26

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

29

林
野
庁
主
催
「
Ｈ
18
年
度
森
林
の
市
」

（
東
京
都
日
比
谷
公
園
）

29

緑
の
募
金
の
街
頭
募
金
を
実
施
（
長
野
市
）

29
「
み
ど
り
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
06
」
開

催
（
愛
知
所
管
内
）

◆
５
月
◆
◆

13
「
長
野
県
植
樹
祭
」
開
催
（
長
野
県
根
羽

村
）

13
「
愛
知
県
植
樹
祭
」
開
催
（
愛
知
県
豊
橋

市
）

17

仮
御
樋
代
木
伐
採
式
（
木
曽
署
）

18

森
林
計
画
現
地
会
議
（
南
信
署
）

21
「
第
57
回
全
国
植
樹
祭
」
開
催
（
下
呂
市
）

23

神
流
川
発
電
所
落
成
披
露
式
（
群
馬
県
上

野
村
）

25
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」
開
催
（
高
岡
市
）

26
「
南
木
曽
伝
統
工
芸
の
森
」
協
定
締
結

（
南
木
曽
支
署
）

26

森
林
計
画
現
地
会
議
（
東
濃
署
）

27
「
未
来
世
紀
へ
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン
」
開

催
（
王
滝
村
）

29
「
中
野
区
遊
々
の
森
」
協
定
締
結
（
東
信

署
）

◆
６
月
◆
◆

17

第
一
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク
（
北
信

署
）

27

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
（
中
部
局
）

28

永
年
勤
続
職
員
の
表
彰
式
（
長
野
市
）

◆
７
月
◆
◆

19

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
発
生

19

国
有
林
野
観
光
施
設
協
議
会
総
会
（
長
野

市
）

21

祖
父
谷
検
討
委
員
会
（
富
山
市
）

◆
８
月
◆
◆

４
　
教
職
員
森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会

（
北
信
署
・
木
曽
署
管
内
）

４
　
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
保
護
管
理
調
査
事
業
検
討

委
員
会
（
中
部
局
）

22

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
復
元
用
材
斧
入
れ
式

（
木
曽
署
管
内
）

24

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
復
元
用
材
斧
入
れ
式

（
東
濃
署
管
内
）

30

平
成
17
年
度
決
算
概
要
を
公
表
（
中
部
局
）

平成19年1月　（4）第34号

二
〇
〇
六
年
主
な
出
来
事

ロケの撮影シーン

登山者に説明するグリーンサポートスタッフ

全国植樹祭行幸啓で天皇皇后両陛下に
ご説明する小禄局長



◆
９
月
◆
◆

８
　
国
有
林
・
民
有
林
連
絡
推
進
会
議
（
三
重

県
）

５
　
流
域
管
理
調
整
官
会
議
（
中
部
局
）

５
　
長
野
県
産
材
振
興
対
策
協
議
会
要
請
活
動

（
中
部
局
管
内
）

７
　
祖
父
谷
検
討
委
員
会
（
富
山
市
）

11

森
林
施
業
現
地
検
討
会
（
木
曽
署
管
内
）

14

局
長
等
会
議
（
林
野
庁
）

14

第
２
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク
（
南
信

署
管
内
）

20

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
林
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
対
策
検
討
委
員
会
（
愛
知
所
管
内
）

20

報
道
機
関
の
国
有
林
視
察
（
南
信
署
管
内
）

21

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
周
辺
の
植
生

復
元
（
南
信
署
管
内
）

25

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

（
飛
騨
・
岐
阜
署
管
内
）

27

森
林
管
理
署
長
等
会
議
（
中
部
局
）

28

国
有
林
野
管
理
審
議
会
（
中
部
局
）

30
「
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢
」
を
開
催

（
木
曽
署
管
内
）

◆
10
月
◆
◆

１
　
木
づ
か
い
推
進
月
間

２
　
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

（
岐
阜
署
管
内
）

４
　
乗
鞍
岳
保
護
林
現
地
検
討
会
（
飛
騨
署
管

内
）

５
　
国
有
林
管
理
審
議
会
（
中
部
局
）

５
　
造
林
現
地
検
討
会
（
北
信
署
管
内
）

10

富
山
県
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検

討
会
（
富
山
署
管
内
）

11

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
視
察
（
南
信
署

管
内
）

11

国
有
林
野
事
業
販
売
協
力
者
感
謝
状
贈
呈

式
（
上
松
町
）

12

指
導
普
及
連
絡
会
（
富
山
署
管
内
）

13
「
な
が
の
緑
の
オ
ー
ナ
ー
友
の
会
」
交
流

会
開
催
（
木
曽
署
管
内
）

15
「
森
林
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

（
名
古
屋
市
内
）

18

治
山
現
地
検
討
会
（
南
信
署
管
内
）

20

岐
阜
県
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検

討
会
（
岐
阜
署
管
内
）

25

グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト

（
愛
知
所
管
内
）

25

林
道
現
地
検
討
会
（
北
信
・
東
信
署
管
内
）

◆
11
月
◆
◆

６
　
治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議
（
中
部
局
）

８
　
稲
垣
三
郎
氏
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

13

会
計
実
地
検
査
（
17
日
ま
で
）

17

富
山
県
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検

討
会
（
富
山
署
管
内
）

22

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協

議
会
（
松
本
市
）

25

砂
防
治
山
交
流
会
議
（
中
部
局
）

◆
12
月
◆
◆

11

本
庁
監
査
（
15
日
ま
で
）

14

銘
木
販
売
連
絡
会
議
（
名
古
屋
市
）

22

神
通
川
・
木
曽
谷
・
飛
騨
川
森
林
計
画
区

地
域
管
理
経
営
計
画
等
検
討
会
（
中
部
局
）

（5） 平成19年1月 第34号

ヒメバラモミの雄花

報道機関の国有林視察

瑞宝単光章を受賞された稲垣三郎氏

◆
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

４
／
22

樹
木
見
本
林
整
備
（
愛
知
所
管
内
）

５
／
10

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業
（
木
曽
署
管
内
）

５
／
27

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業
（
木
曽
署
管
内
）

６
／
３
　
園
地
周
辺
の
刈
り
払
い
作
業
（
愛
知
所
管

内
）

６
／
９
　
遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業
（
岐
阜
署
管
内
）

６
／
21

植
栽
木
の
刈
り
出
し
作
業
（
富
山
署
管
内
）

７
／
14

外
来
種
除
去
作
業
（
富
山
署
管
内
）

７
／
20

除
伐
作
業
（
愛
知
所
管
内
）

７
／
28

下
刈
作
業
（
南
木
曽
支
署
管
内
）

８
／
７
　
外
来
種
除
去
作
業
（
飛
騨
署
管
内
）

９
／
22

間
伐
作
業
（
岐
阜
署
管
内
）

10
／
13

歩
道
整
備
と
刈
り
払
い
作
業
（
東
濃
署
管

内
）

10
／
28

間
伐
作
業
（
愛
知
所
管
内
）

11
／
17

竹
林
の
伐
採
と
整
備
作
業
（
東
濃
署
管
内
）

◆
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

６
／
17

新
緑
の
関
田
山
脈
を
歩
く
（
北
信
署
管
内
）

９
／
14

日
本
百
名
山
「
木
曽
駒
ヶ
岳
」
を
登
る

（
南
信
署
管
内
）

◆
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

４
／
８
　
し
い
た
け
菌
打
ち
（
名
古
屋
事
務
所
）

５
／
20

自
然
観
察
会
湿
原
の
観
察
と
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
（
愛
知
所
管
内
）

６
／
10

ホ
タ
ル
の
観
察
会
（
愛
知
所
管
内
）

７
／
23

こ
ど
も
樹
木
博
士
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
愛
知

所
管
内
）

８
／
20

森
林
ク
ラ
フ
ト
と
紙
芝
居
（
名
古
屋
事
務

所
）

10
／
１
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
名
古
屋
事
務
所
）

11
／
18

鑑
賞
炭
づ
く
り
体
験
（
愛
知
所
管
内
）

12
／
２
　
手
作
り
リ
ー
ス
づ
く
り
（
名
古
屋
事
務
所
）

二
〇
〇
六
年
に
実
施
し
た
森
林
ふ
れ
あ
い
事
業
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﹇
南
木
曽
支
署
﹈
木
曽
郡
大
桑
村
阿
寺
国
有

林
を
流
れ
る
、
木
曽
川
支
流
の
阿
寺
川
一
帯
は
、

風
光
明
媚
な
こ
と
か
ら
、
阿
寺
渓
谷
と
呼
ば
れ
、

風
致
探
勝
林
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

渓
谷
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
木

曽
五
木
や
一
○
○
年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
人
工
林

に
覆
わ
れ
、
雨
が
降
っ
て
も
濁
ら
な
い
と
い
わ

れ
る
清
冽
な
水
が
、
滝
や
深
い
淵
を
造
り
な
が

ら
流
れ
下
っ
て
い
ま
す
。
淵
は
、
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
な
深
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
染
ま

り
、
木
曽
川
で
最
も
美
し
い
支
流
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
基
岩
が
白
く
、
随

所
に
深
い
淵
が
発
達
し
て
い
る
た
め
で
、
周
囲

の
緑
や
岩
の
白
さ
と
と
も
に
訪
れ
た
人
々
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
渓
谷
沿
い
に
は
「
犬
帰
り

の
淵
」
や
「
千
畳
岩
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た

景
勝
地
が
点
在
し
、
新
緑
の
季
節
か
ら
、
紅
葉

の
季
節
ま
で
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
夏
に
は
、
川
遊
び
を
楽
し
む
子
供
た

ち
の
声
が
谷
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。
こ
の
渓
谷

は
、
深
い
淵
と
浅
瀬
が
交
互
に
現
れ
、
適
度
な

水
量
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
遊
び
に
最

適
な
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
谷
に
は
、

「
美
顔
水
」
と
い
わ
れ

る
湧
き
水
が
あ
り
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

の
「
美
顔
水
」
に
は
、

「
そ
の
む
か
し
、
木
曽

の
山
林
を
管
理
す
る
た

め
に
や
っ
て
き
た
尾
張

の
国
の
役
人
た
ち
の
奥

方
が
、
朝
に
夕
に
、
こ

の
水
で
顔
を
あ
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
み
ち
が
え
る

ほ
ど
美
し
く
色
白
に
な

っ
た
。」
と
い
う
話
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
木

曽
に
出
か
け
ら
れ
た
際

に
は
、
少
し
寄
り
道
を

し
て
、「
美
顔
水
」
を

試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◇
ア
ク
セ
ス

◎
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
野
尻
駅
下
車

タ
ク
シ
ー
利
用
で
一
〇
分

◎
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ．
Ｃ．
よ
り
塩
尻
方

面
へ
五
〇
分

長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ．
Ｃ．
よ
り
中
津
川
方

面
へ
一
時
間
四
〇
分

平成19年1月　（6）第34号

南木曽支署 
（各署の景勝地等を紹介） 

あ でら けい こく 

21

阿
寺
渓
谷

犬帰りの淵

色白になるという美顔水

エメラルドグリーンに染まる阿寺渓谷

◎
事
業
担
当
課
長
会
議

１
月
18
〜
19
日
　
林
野
庁

◎
国
有
林
野
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

１
月
29
日
〜
２
月
２
日
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

２
月
８
〜
９
日
　
中
部
森
林
管
理
局


